
マイクロファイナンスカフェ第３回

最貧困層をどう支援するか
−ザンビアの事例から−

菊地 めぐみ



ザンビア共和国



ザンビアの概要

独立
1964年10月24日イギリスから独立
北ローデシア→ザンビア共和国

人口
1,052万人（2014、世銀）
首都ルサカの人口 219万人（General Statistics Office in Zambia)

宗教
８割近くがキリスト教
その他、イスラム教、ヒンドゥー教

産業
農業（ともろこし、たばこ、落花生、綿花、コーヒー）
銅鉱業、観光業



ザンビアのMF
MFI 報告年

融資額
2,400万USD

借り手数
71,978人

預金額
680万USD

預金者数
54,985人

AB Bank Zambia 2015 6,206,489 9,858 3,294,294 44,051

AMZ 2014 791,719 7,381 0 0

CETZAM 2009 2,513,353 5,423 394,146 5,423

E-MFI 2008 154,030 984 0 0

EFC Zambia 2006 599,835 2,851 — 0

FINCA-ZMB 2012 9,136,327 33,646 2,013,766 581

Harmos 2009 501,993 3,366 114,405 —

MBT 2011 1,952,186 — 855,012 —

MLF Zambia 2014 643,061 4,782 0 0

PRIDE-ZMB 2006 1,510,279 3,687 158,658 4,930

FINclusion Lab 



きっかけ

貧困地域に暮らすHIV/AIDS陽性未亡人
の収入創出活動を手伝ってほしい。
お小遣い帳の付け方を教えてあげて。

・ザンビア人の夫と、10数年前から地域の支援活動を開始
・寄付金を募って学校建設
・HIV/AIDSの啓蒙・啓発活動
・JICA専門家（当時）

2006年 JICA専門家より収入創出活動のモニタリングを頼まれる。

2006年６月 3名の邦人女性による支援のもと、収入創出活動開始



収入創出活動の失敗
• 当初、女性たちはマイクロクレジットを希望

• 十分な資金がなかったので、収入創出活動で資金を増や
してからマイクロクレジットに移行することに決定。

⬇️

ソーセージ製造販売

チョコレートバナナの販売

⬇️

失敗

⬇️

女性たちが本当に希望しているのは、マイクロクレジット
では？？？



失敗を経てMCへ
• 2007年12月 マイクロクレジット開始

ミーティングにて、会計簿の付け方を指導

半年後に15名が返済終了

問題が起こった際は全員で話し合い、解決策を見いだす。

対象 女性16名（うち7名未亡人）
全員露天商、行商経験有り

融資額 10万ZMK（約3,000円）

金利 融資額の10%

担保 無し

返済方法 2,500ZMK/週
毎週月曜日のミーティングにて返済
グループ連帯責任制（４−5名/グループ）



２回目の融資
2008年４月から、運営を女性メンバーに移行

（8月末の帰国を考慮して）

・グループの名称決定

・議長、書記、会計の選出

・団体登録

・銀行口座開設

＊自主的な運営を目指して女性メンバーの意見を尊重

融資額 30万ZMK（約9,000円）

金利 融資額に対して10%

担保 無し

返済方法 １万ZMK/週、４万ZMK/月
グループ連帯責任制廃止





帰国後の状況
• 2009年12月 メンバー数：20名

邦人女性によるモニタリング有り
きっちり返済９名、いくらか返済5名、返済無し5名
残り１名は１回目の負債回収後に除名
＊月利に変更（岡本先生）
＊「菊地vs女性メンバー」が問題では？（岡本先生）
＊「活動の終わりを見せた方がよい」

(MFI in Zambia)

・2010年９月 ２月以降はモニタリング無し
きっちり返済２名、いくらか返済９名、
返済無し９名（役員メンバー3名含む）
＊止めることを視野に入れ始める。
＊帰国後も返済状況を電話で確認



MFI責任者に支援を依頼
・Prime Circle Enterprise 

（現在は、Prime Circle Microfinance Limited.の名称を使用）

2005年 貸金業者としてスタート

2008年 MF開始（融資提供のみ）

2015年現在 ルサカ65名、モンゼ235名

・2011年6月 負債回収後に規則を改正（金利、返済期間

等）し、MFI指導のもと再スタートするこ

とを決定。（グループは存続、指導のみ）



現在の運営方法
１回目 ２回目 3回目 ４回目

融資額 500ZNK
（約１万円）

1,000ZMK
（約２万円）

1,500ZMK
（約３万円）

2,000ZMK
（約４万円）

金利 32% 32% 32% 32%

返済期間 3ヶ月 ６ヶ月 ６ヶ月 ６ヶ月

手数料 15ZMK 30ZMK 45ZMK 60ZMK

支払額（月） 220ZMK 220ZMK 330ZMK 440ZMK

担保の有無
（家財道具等）

有り 有り 有り 有り

・メンバー数：35名（うち10名は返済延滞）
・個人に対して貸し付け。グループ連帯責任制無し。
・２名の女性メンバーが中心となって運営。（MFIはアドバイザー的存在）
・月１のMTGで返済。延滞者に対してはリーダーが取り立て。
・銀行口座は使わず、回収したお金は次の融資として手渡す。
菊地の訪ザ時に資金補充。（2014年：補充なし、2015年：3,000ZMK補充）
・2014年に貸金業の資格を取得。返済延滞者を警察に通報することが可能に。
・負債を回収後、除名。





露天商、行商
・自宅前での野菜や日用雑貨の販売

・古着マーケットで仕入れた古着の販売

・地方で仕入れた鶏肉、ヤギ肉の行商

・醸造酒の製造販売

・周辺国との国境で仕入れた布等の販売







利用者のコメント
MCを受けようと思った理由

・MCを受けて小規模ビジネスをしている友人を見て。

・家で何もしないでいるより、MCを受けてビジネスを

再開したい。

・ビジネスの規模を拡大して収入を増やし、二番目の子

供も学校に行かせてあげたい。

MCで得た資金の使途

・小規模ビジネスの回転資金

・ソーセージ販売用の冷蔵庫を購入

・自宅敷地内にトイレを建設

・土地の購入費、家の建設費 etc…



利用者のコメント
MC利用後の変化

・生活水準が向上し、将来に希望が持てるようになった。

・物事が上手く廻るようになってきた。

MCへの要望

・融資額を増やしてほしい。

・職業訓練を実施してほしい。（洋裁、編み物等）

将来の夢

・より大きい利益が臨める商品への転換

・土地を購入して家を建てたい。

・国境を越えたビジネスをしてみたい。

（近隣諸国での買い付け）



今後の展望
• MTG場所を確保するため、物件購入を検討中。

• 女性たちが安心して活用できる「場」の創出

• 今後の活動の広がりを期待


